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介紹

噌
盤
㊤
　
の
鋤
酔
聴
込
聾
謄
溢
紳
畿
鴫
選
言
隠
謀
諸
鴨
辞
宰

吻
織
鴨
隷
動
融
臨
陣
立
麗
掬
鴨
腎
西
下
遍
身
亀
吻
霧
隷
欝
畿
縛
陣
竃
隷
畿

罵
穿
属
望
義
鴇
簿
馬
騒
轟
．
．
三
等
遥
墨
黒
趣
．
．
禽
駿
響

駅
鞠
き
翻
髄
翻
翻
与
島
心
念
雌
滝
瞬
Q
翁
9

は
じ
め
に

鎌
　
田
　
洋
　
之

　
近
世
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
に
関
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
新
た
な
視
角
に

立
っ
た
研
究
が
数
多
く
発
表
さ
れ
て
お
り
、
帝
国
国
制
史
は
現
在
の
と
こ
ろ
最
も

活
況
を
呈
し
て
い
る
研
究
分
野
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
最
近
の
研
究
に
お
い
て

は
、
ゲ
オ
ル
グ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
と
く
に
注
目
す
べ
き
見
解
を
示
し
て
い
る
。
彼

は
身
分
・
地
域
・
宗
派
と
い
っ
た
共
通
の
利
害
に
基
づ
く
自
立
的
な
構
成
員
の
横

の
つ
な
が
り
を
強
調
す
る
。
そ
の
際
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
の
よ
う
な
横
の
つ
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　

り
を
考
え
る
上
で
、
と
り
わ
け
帝
国
ク
ラ
イ
ス
制
度
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
帝

国
ク
ラ
イ
ス
は
一
五
五
五
年
の
帝
国
執
行
令
に
お
い
て
帝
国
法
上
の
基
礎
を
与
え

ら
れ
、
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
の
維
持
な
ら
び
に
帝
国
の
執
行
機
関
と
い
う
任
務
を
帯

び
、
帝
国
の
崩
壊
ま
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
帝
国
機
関
で
あ
り
、
と
り
わ
け

中
小
寸
心
に
対
し
そ
の
身
の
安
全
の
保
障
を
与
え
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い

る
。　

か
く
し
て
帝
国
ク
ラ
イ
ス
制
度
の
構
造
究
明
は
、
帝
国
史
研
究
の
中
で
考
察
さ

れ
る
べ
き
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
従
来
の
研
究
に
お
い

て
は
む
し
ろ
日
の
当
た
ら
な
い
分
野
で
あ
っ
た
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
一
九
八

○
年
代
後
半
以
降
、
山
本
文
彦
氏
や
渋
谷
聡
氏
ら
を
中
心
に
帝
国
ク
ラ
イ
ス
の
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　

角
に
立
っ
た
帝
国
史
の
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
主
と
し
て

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
以
前
の
帝
国
ク
ラ
イ
ス
制
度
を
対
象
と
し
て
い
る
も

の
で
、
個
々
の
ク
ラ
イ
ス
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
た
研
究
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な

い
。

　
本
書
は
、
著
者
ウ
ー
ド
・
ギ
ッ
テ
ル
が
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
に
提
出
し
、
一
九
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

三
年
に
学
位
を
得
た
博
士
論
文
で
あ
る
。
本
書
の
特
色
は
未
刊
行
史
料
の
綿
密
な

検
討
に
基
づ
い
て
一
六
－
一
七
世
紀
の
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
活
動

を
具
体
的
に
検
討
し
た
点
に
あ
る
。
な
お
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
立
早
　
　
序
油
搾

第
二
章
　
ク
ラ
イ
ス
の
内
部
構
造
－
諸
機
関
と
手
続
方
法

　
　
第
一
節
　
ク
ラ
イ
ス
会
議

　
　
第
二
節
　
ク
ラ
イ
ス
公
示
事
項
担
当
諸
侯

　
　
第
三
節
　
高
級
ク
ラ
イ
ス
官
職

第
三
章
　
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
内
外
に
対
す
る
平
和
維
持

　
　
第
一
節
　
は
じ
め
に

　
　
第
二
節
　
一
五
五
五
年
か
ら
一
六
四
八
年
ま
で
の
時
期

　
　
第
三
節
　
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
後
の
こ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス

第
四
章
　
ポ
リ
ツ
ァ
イ
制
に
関
す
る
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
決
定
と

　
　
　
　
審
議
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第
一
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

　
　
第
六
節

第
五
章

近
世
の
ポ
リ
ツ
ァ
イ
制
一
研
究
状
況
の
素
描

ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
維
持
と
ポ
リ
ツ
ァ
イ
ー
ク
ラ
イ
ス
の
基
本
的
権

限
に
つ
い
て

ク
ラ
イ
ス
・
ポ
リ
ツ
ァ
イ
令
制
定
に
関
す
る
審
議
（
一
五
六
一
－

一
五
六
四
年
）

ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
以
前
の
ポ
リ
ツ
ァ
イ
に
関
す
る
審
議
・

決
定
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
以
後
の
ポ
リ
ツ
ァ
イ
分
野
に
お
け
る

ク
ラ
イ
ス
の
活
動
性

ま
と
め
と
歴
史
的
評
価

鋳
貨
制
度
に
関
し
て

さ
ら
に
巻
末
に
は
、
付
録
と
し
て
一
五
五
五
一
一
六
八
二
年
の
こ
i
ダ
ー
ザ
ク
セ

ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
お
け
る
ク
ラ
イ
ス
会
議
謬
。
間
日
σ
q
、
ク
ラ
イ
ス
軍
事
会
議

騨
。
勝
町
凶
。
α
q
終
。
署
。
臨
、
ク
ラ
イ
ス
代
表
者
会
議
欝
。
励
。
・
伽
超
怨
薮
自
。
・
欝
σ
Q
と
い
う
各
集

会
の
開
催
日
・
開
催
地
の
リ
ス
ト
、
歴
代
の
ク
ラ
イ
ス
長
官
謬
。
坤
ω
o
げ
。
睦
、
次
官

オ
8
轟
。
寓
曾
。
8
、
補
佐
官
N
藷
8
識
瀦
器
の
リ
ス
ト
、
さ
ら
に
は
ク
ラ
イ
ス
等
族

の
リ
ス
ト
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

　
二
ー
ダ
～
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
は
帝
国
北
西
部
に
位
置
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ユ

ヴ
ァ
イ
ク
諸
大
公
家
や
ブ
レ
ー
メ
ン
、
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
の
大
司
教
領
と
い
っ
た
有

力
三
族
が
ひ
し
め
き
合
う
一
方
で
、
司
教
領
や
帝
国
都
市
と
い
っ
た
中
小
等
族
も

所
属
し
て
お
り
、
そ
の
構
成
員
は
多
様
で
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
著
者
は
、
ニ
ー

ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
を
具
体
例
に
「
ド
イ
ツ
史
に
お
い
て
中
央
集
権
・
権

力
国
家
に
対
す
る
選
択
肢
が
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
程
度
あ
っ
た
の
か
」

と
い
う
問
題
設
定
を
し
、
こ
の
問
い
に
答
え
る
べ
く
以
下
の
論
を
展
開
す
る
。
ま

ず
第
二
章
に
お
い
て
こ
i
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
内
部
組
織
に
つ
い
て
細

述
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ク
ラ
イ
ス
会
議
の
召
集
か
ら
審
議
・
投
票
・
決
定
ま
で

の
諸
手
続
き
と
そ
の
際
の
多
数
決
原
理
の
有
効
性
に
つ
い
て
。
以
下
第
三
、
第
四

章
に
お
い
て
、
ク
ラ
イ
ス
の
機
能
や
機
能
性
を
よ
り
明
確
に
描
き
出
す
た
め
に
、

ク
ラ
イ
ス
の
主
要
な
活
動
領
域
で
あ
る
「
平
和
維
持
叢
亀
窪
。
。
。
。
ぢ
鯉
。
霞
轟
」
と

「
ポ
リ
ツ
ァ
イ
制
喝
。
野
3
ミ
。
。
・
段
」
の
問
題
が
扱
わ
れ
、
本
書
の
大
半
を
占
め
る
。

第
三
章
に
お
い
て
は
、
細
か
く
年
代
を
区
分
し
て
戦
争
と
平
祁
の
問
題
を
扱
っ
て

い
る
。
そ
の
際
、
ク
ラ
イ
ス
の
軍
事
体
制
や
防
衛
行
為
あ
る
い
は
対
ト
ル
コ
援
助

と
い
う
問
題
が
、
地
域
的
に
限
定
さ
れ
た
ラ
ン
ト
フ
リ
ー
デ
侵
犯
や
、
ク
ラ
イ
ス

内
が
戦
場
と
な
り
ま
さ
に
当
事
者
と
し
て
戦
争
に
関
わ
っ
た
時
期
の
ク
ラ
イ
ス
政

策
と
と
も
に
考
察
さ
れ
る
。
第
四
章
は
、
一
方
で
は
ポ
リ
ツ
ァ
イ
の
案
件
に
お
け

る
ク
ラ
イ
ス
の
基
本
的
権
限
の
問
題
が
、
他
方
で
は
ク
ラ
イ
ス
の
個
々
の
活
動
、

た
と
え
ば
羊
毛
の
輸
出
、
手
工
業
者
の
乱
用
、
上
級
生
に
よ
る
下
級
生
の
制
度
的

圧
制
瑠
。
鑓
盛
ω
語
器
の
撲
滅
、
と
い
う
問
題
に
関
す
る
審
議
・
決
定
に
つ
い
て
描

写
さ
れ
る
。
最
後
の
第
五
章
に
お
い
て
は
、
ク
ラ
イ
ス
の
鋳
貨
制
度
を
簡
単
に
紹

介
し
本
書
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　
以
上
が
本
書
の
概
要
で
あ
る
が
、
我
が
国
の
帝
国
ク
ラ
イ
ス
制
度
を
扱
っ
た
研

究
に
お
い
て
は
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
内
実
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど

紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
紙
幅
の
制
限
と
紹
介
者
の
能
力
で
は
本
書
の
全

て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
本
書
の

叙
述
か
ら
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
が
い
か
な
る
組
織
で
あ
っ
た
か
を

一117一



介紹

中
心
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
ず
（
一
）
と
し
て
、
当
ク
ラ
イ
ス
に
所
属
・

関
係
す
る
門
出
の
内
部
構
成
と
官
職
を
紹
介
す
る
。
続
い
て
（
二
）
と
し
て
、
帝

国
ク
ラ
イ
ス
制
度
の
中
心
的
役
割
を
担
う
ク
ラ
イ
ス
会
議
の
開
催
状
況
に
つ
い
て

紹
介
し
、
そ
こ
で
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
活
動
性
に
つ
い
て
考
察
し

た
い
。

所
属
ク
ラ
イ
ス
三
族
の
内
部
構
成
と
官
職

　
以
下
に
お
い
て
は
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
所
属
す
る
ク
ラ
イ
ス

等
族
の
内
部
構
成
と
官
職
を
確
認
し
て
い
く
。
当
ク
ラ
イ
ス
内
の
権
力
関
係
を
整

理
し
て
お
く
こ
と
は
、
著
者
が
本
書
を
通
じ
て
確
認
し
よ
う
と
し
た
ク
ラ
イ
ス
の

活
動
性
に
つ
い
て
、
よ
り
明
確
な
理
解
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
ず
、
ク
ラ
イ
ス
等
族
を
身
分
別
に
整
理
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
本
書
が
研

究
対
象
と
し
て
い
る
一
五
五
五
年
か
ら
一
六
八
二
年
ま
で
の
時
期
に
当
ク
ラ
イ
ス

に
所
属
し
た
ク
ラ
イ
ス
等
族
の
総
数
は
二
三
で
あ
っ
た
。
身
分
別
に
見
る
と
、
大

司
教
二
（
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
寓
勲
σ
q
留
げ
罵
G
q
、
ブ
レ
ー
メ
ン
切
器
語
窪
）
、
大
公
四
（
ブ

ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
ー
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
⇔
σ
罠
轟
。
。
畠
≦
o
硲
ー
ピ
欝
魯
鼠
σ
q
の
四
家

系
、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
竃
。
。
卿
國
。
答
禦
。
。
の
二
家
系
、
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
躍
。
盗
。
ぎ
の

三
家
系
、
ザ
ク
セ
ン
ー
ラ
ウ
エ
ン
ブ
ル
ク
留
魯
ω
窪
－
門
覆
。
喜
喜
o
q
）
、
司
教
五

（
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
離
跳
ぽ
。
回
。
。
欝
鰹
、
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
鰹
置
。
。
。
冨
匿
、
リ
ュ
；

ペ
ッ
ク
囲
爵
げ
o
o
騨
、
ラ
ッ
ツ
ェ
ブ
ル
ク
圏
幾
N
o
げ
琴
α
q
、
シ
ユ
ヴ
ェ
ー
リ
ン
Q
り
。
ぽ
≦
o
臣
爵
）
、

伯
二
（
ラ
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ー
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
圃
。
貯
。
・
榊
。
貯
l
O
コ
強
直
窪
げ
属
σ
。
、

ラ
ン
ツ
ァ
ウ
蜀
き
三
山
）
、
そ
し
て
都
市
四
（
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
ピ
尋
。
鼻
、
ゴ
ス
ラ
ー

O
o
。
。
苺
、
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
蜜
酵
戸
戸
ω
窪
、
ノ
ル
ト
ハ
ウ
ゼ
ン
2
寓
言
薗
器
鎚
）
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
身
分
の
変
更
や
ク
ラ
イ
ス
会
議
に
お
け
る
票
の
獲
得
・
損
失
な

ど
の
変
化
を
受
け
た
も
の
が
あ
る
。
ブ
レ
ー
メ
ン
大
司
教
は
一
六
四
八
年
、
マ
グ

デ
ブ
ル
ク
大
司
教
は
一
六
八
○
年
に
そ
れ
ぞ
れ
大
公
に
、
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
、

ラ
ッ
ツ
ェ
ブ
ル
ク
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
リ
ン
の
各
司
教
は
一
六
四
八
年
以
降
世
俗
の
諸

侯
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
六
八
二
年
ま
で
に
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
と
リ
ュ
ー

ベ
ッ
ク
の
二
司
教
以
外
は
全
て
世
俗
等
族
と
な
っ
た
こ
と
に
な
り
、
当
ク
ラ
イ
ス

は
圧
倒
的
に
世
俗
身
分
の
割
合
が
高
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー

リ
ン
司
教
は
一
六
〇
四
年
に
ク
ラ
イ
ス
会
議
に
お
け
る
票
を
獲
得
し
、
ラ
ン
ツ
ァ

ウ
伯
は
一
⊥
ハ
六
二
年
に
ク
ラ
イ
ス
会
議
の
審
議
を
経
て
新
た
に
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ

ン
の
ク
ラ
イ
ス
等
族
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
反
対
に
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
の

カ
レ
ン
ベ
ル
ク
9
回
。
罫
書
σ
Q
系
は
一
五
八
四
－
一
六
三
八
年
、
同
じ
く
グ
ル
：
ベ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
O
罠
げ
。
段
9
ぴ
q
2
系
は
一
五
九
六
－
一
六
五
二
年
、
ラ
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
ー
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
伯
は
一
五
九
九
－
一
六
五
二
年
、
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
ー

ハ
ー
デ
ル
ス
レ
ー
ベ
ン
出
。
国
。
。
鼠
甲
圃
践
。
盗
。
げ
。
昌
大
公
家
は
大
公
ヨ
ハ
ン
8
下
山
の

一
五
八
○
年
の
死
を
最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ク
ラ
イ
ス
会
議
に
お
け
る
票
を
失
っ
て

い
た
。
さ
ら
に
都
市
ハ
ン
ブ
ル
ク
舞
舞
げ
ξ
σ
q
は
、
帝
国
執
行
令
に
従
っ
て
一
五
五

六
年
の
ク
ラ
イ
ス
会
議
に
出
席
し
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
当
該
期
に
お
い
て
ク
ラ

イ
ス
等
族
資
格
は
持
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
は
所
属
等
族
の
総
数
に
は

含
め
な
い
。

　
次
に
、
ク
ラ
イ
ス
の
政
策
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
有
力
等
族
に
つ
い
て
、

ク
ラ
イ
ス
内
に
お
け
る
そ
の
権
力
関
係
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
し
か
し

な
が
ら
そ
の
際
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
一
六
四
八
年
の
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
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ク
条
約
（
以
下
罵
O
）
の
規
定
に
よ
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
女
王
が
皇
帝
か
ら
帝
国

等
族
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
お
よ
び
オ
ー
バ
ー
ザ
ク
セ

ン
の
両
ク
ラ
イ
ス
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
ク
ラ
イ
ス
の
政
策
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
諸
領
邦

の
関
係
は
、
よ
り
複
雑
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
以
下
に
お
い
て
は
、
と
く
に
ヴ
ェ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
け

ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
以
後
の
ク
ラ
イ
ス
内
に
お
け
る
関
係
を
中
心
に
整
理
し
た
い
。

　
ク
ラ
イ
ス
内
で
実
質
的
に
最
も
有
力
な
等
族
で
あ
る
公
示
事
項
担
当
諸
侯

謬
。
励
q
・
磐
ω
ω
o
騨
。
智
。
藍
。
剛
欝
。
。
酔
に
は
伝
統
的
に
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
と
ブ
ラ
ウ
ン

シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
大
公
が
就
い
て
お
り
、
両
者
を
中
心
と
し
て
ク
ラ
イ
ス
の
政
策
が

運
営
さ
れ
た
。
ク
ラ
イ
ス
会
議
に
お
い
て
も
、
彼
ら
が
そ
の
議
長
職

欝
。
一
ω
忌
寸
8
隆
謹
を
保
持
し
、
会
議
を
召
集
・
運
営
し
た
。
さ
ら
に
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ

ヴ
ァ
イ
ク
ー
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ユ
ッ
テ
ル
大
公
家
は
ブ
レ
ー
メ
ン
大
司
教
や
ハ
ル

バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
司
教
を
輩
出
し
た
外
、
一
六
五
二
年
に
は
ラ
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ー

ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
伯
の
票
を
も
獲
得
し
た
よ
う
に
、
有
力
女
族
た
ち
が
ク
ラ
イ

ス
会
議
に
お
い
て
複
数
の
票
を
保
持
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
ク
ラ
イ
ス
会
議
に
お

い
て
は
一
五
九
三
年
の
ク
ラ
イ
ス
最
終
決
定
以
降
、
明
文
を
も
っ
て
多
数
決
原
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ら
ヒ

が
認
め
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
一
ク
ラ
イ
ス
等
族
と
し
て
よ
り
も
、
大
き
な
影
響

力
を
持
っ
た
。

　
さ
ら
に
エ
ハ
四
八
年
以
降
に
な
る
と
、
ま
ず
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
領
は
賜
O

第
一
一
条
第
六
項
に
従
っ
て
、
そ
の
最
後
の
大
司
教
ア
ウ
グ
ス
ト
の
死
後
、
還
俗

さ
れ
か
つ
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
明
家
に
移
譲
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
、
こ
れ
は

一
六
八
○
年
に
実
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
司
教
領
も
罵
O

第
＝
条
下
一
項
に
お
い
て
、
還
俗
さ
れ
同
家
に
譲
渡
さ
れ
た
。

　
ま
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
関
し
て
は
粥
O
第
一
〇
条
の
諸
項
に
よ
っ
て
、
さ
し
あ

た
り
当
ク
ラ
イ
ス
に
関
わ
る
部
分
で
は
以
下
の
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
女
王
に
対
し
ブ
レ
ー
メ
ン
大
司
教
領
が
還
俗
さ
れ
帝
国
レ
ー
エ
ン
と
し
て
皇

帝
か
ら
与
え
ら
れ
（
第
七
項
〉
、
「
…
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
と
ブ
レ
ー
メ
ン
の
間
で
ニ
ー

ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
議
長
職
が
、
交
換
さ
れ
る
べ
し
疑
。
ヨ
⑳
欝
「
。
た
だ

し
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
ー
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
の
指
揮
者
た
る
共
同
議
長
の

権
利
は
除
く
」
（
第
一
〇
項
）
と
す
る
規
定
に
よ
り
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク

ラ
イ
ス
に
お
け
る
ク
ラ
イ
ス
等
族
資
格
を
獲
得
し
、
さ
ら
に
そ
の
議
長
職
を
も
獲

得
し
た
。
こ
の
規
定
に
よ
り
、
マ
グ
デ
ブ
ル
ク
（
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
）
、
ブ
ラ

ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
に
次
い
で
第
三
の
議
長
職
と
公
示
事
項
担
当
職
の
保
持
者
が

ク
ラ
イ
ス
内
に
出
現
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
他
の
ク
ラ
イ
ス
に

は
見
ら
れ
ず
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
。
ち

な
み
に
こ
の
職
に
関
し
て
一
八
世
紀
以
降
の
推
移
を
一
瞥
す
れ
ば
、
ハ
ノ
ー
フ
ァ
i

選
帝
侯
家
が
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
大
公
領
を
統
合
し
、
ま
た
一
七
一
九
年
に

は
ブ
レ
ー
メ
ン
大
公
領
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
当
時
す
で
に
ク
ラ
イ
ス

会
議
は
開
催
さ
れ
な
く
な
っ
て
は
い
た
が
、
理
論
上
は
当
ク
ラ
イ
ス
の
議
長
職
を

保
持
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
他
に
、
複
数
の
票
を
保
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ク
ラ
イ
ス
の
政
策
に
よ
り

大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
例
と
し
て
、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
ー
シ
ュ
ヴ
ェ
！
リ
ン
大

公
が
一
六
四
八
年
以
降
還
俗
さ
れ
た
ラ
ッ
ツ
ェ
ブ
ル
ク
と
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
リ
ン
の
司

教
領
を
獲
得
し
て
い
る
（
罵
O
第
一
二
条
第
一
項
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ク
ラ
イ
ス
内
で
の
権
力
関
係
の
変
化
は
、
ク
ラ
イ
ス
内
あ
る

い
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
含
め
た
ク
ラ
イ
ス
外
の
有
力
等
族
た
ち
が
、
ま
す
ま
す
ク
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介紹

ラ
イ
ス
内
の
中
小
諸
領
置
を
統
合
し
、
そ
の
覇
権
政
策
を
展
開
し
て
い
く
方
向
で

進
ん
で
い
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
中
小
の
認
証
た
ち
が
そ
の
安
全
の

た
め
に
ク
ラ
イ
ス
を
必
要
と
し
た
一
方
で
、
有
力
王
族
た
ち
は
ク
ラ
イ
ス
内
で
複

数
の
領
域
を
獲
得
し
、
ク
ラ
イ
ス
の
政
策
に
対
し
よ
り
大
き
な
発
言
権
を
得
る
こ

と
で
、
自
身
の
領
邦
国
家
化
政
策
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
、
と
く
に
一
六
四
八
年
以
降
の
帝
国
を
特
徴
づ
け
る
よ
う
な
相
反
す
る
二
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

方
向
性
が
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
内
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
よ
う
。

ニ
　
ク
ラ
イ
ス
会
議

　
（
一
）
に
お
い
て
整
理
し
て
き
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
場
が
、
ま
さ
に
諸
領
邦

の
協
働
の
場
で
あ
る
ク
ラ
イ
ス
会
議
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
に
お
い
て
は
、
一
五

五
五
－
］
六
八
二
年
に
お
け
る
ク
ラ
イ
ス
会
議
の
開
催
状
況
を
整
理
し
、
そ
こ
で

主
要
な
議
題
と
さ
れ
た
こ
と
を
追
っ
て
い
き
た
い
。

　
は
じ
め
に
、
ク
ラ
イ
ス
会
議
の
開
催
状
況
に
関
し
て
、
帝
国
執
行
令
の
成
立
後
、

最
初
の
開
催
と
な
る
一
五
五
六
年
一
月
二
四
日
置
ク
ラ
イ
ス
会
議
か
ら
最
後
の
開

催
と
な
る
エ
ハ
八
二
年
六
月
二
一
二
日
ま
で
、
ク
ラ
イ
ス
会
議
は
一
〇
九
回
開
か
れ

　
　
ハ
ァ
ワ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
開
催
さ
れ
た
も
の
の
ク
ラ
イ
ス
最
終
決
定
な
し
に
閉
会
と

な
っ
た
の
が
八
回
、
開
催
さ
れ
た
か
正
確
に
判
断
で
き
な
い
も
の
が
一
六
三
一
年

に
一
回
あ
る
。
開
催
地
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ユ
ヴ
ァ
イ
ク
や
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
が
多

い
外
、
次
い
で
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
さ
ら
に
ク
ラ
イ
ス
等
族
で
は
な
い
都
市

ハ
ン
ブ
ル
ク
に
お
い
て
も
三
回
ほ
ど
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
ク
ラ
イ
ス
会
議
に
お
い
て
い
か
な
る
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た
の
か
、
時

代
を
追
っ
て
概
観
し
て
み
る
。
そ
の
際
、
渋
谷
区
に
よ
る
時
代
区
分
を
参
考
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

大
き
く
三
つ
の
時
代
区
分
を
設
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
一
五
五
五
－
一
六

一
八
年
、
第
二
に
一
六
一
八
－
一
六
四
八
年
置
第
三
に
一
六
四
八
－
一
六
八
二
年

ま
で
で
あ
る
。

　
第
一
の
時
期
に
つ
い
て
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
お
い
て
は
七
四

回
ほ
ど
開
催
さ
れ
、
総
開
催
数
と
比
較
し
て
も
多
く
の
会
議
が
開
か
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
は
主
と
し
て
内
外
に
お
け
る
平
和
維
持
、
特
に
一
六
世
紀
末
の
対
ト
ル
コ

援
助
を
巡
る
ク
ラ
イ
ス
軍
の
派
遣
の
問
題
、
ク
ラ
イ
ス
内
の
ポ
リ
ツ
ァ
イ
に
関
す

る
案
件
が
主
要
な
議
題
と
し
て
現
れ
て
く
る
。

　
第
二
の
三
十
年
戦
争
期
は
、
当
ク
ラ
イ
ス
が
戦
場
と
な
り
、
当
事
者
と
し
て
戦

争
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
時
期
の
他
の
ク
ラ
イ
ス
と
比
べ
て
も

比
較
的
多
く
、
二
四
回
ク
ラ
イ
ス
会
議
が
召
集
さ
れ
て
い
る
。
一
六
二
六
年
か
ら

一
六
三
一
年
ま
で
は
、
三
十
年
戦
争
の
最
中
、
伝
統
的
に
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
大
公

と
し
て
こ
；
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
の
ク
ラ
イ
ス
等
族
資
格
を
有
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
が
戦

争
当
事
者
と
し
て
現
れ
た
こ
と
に
よ
る
混
乱
か
ら
、
ク
ラ
イ
ス
会
議
は
召
集
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
の
期
間
の
一
時
的
な
機
能
停
止
前
に
開
か
れ
た
一
六
二
五
年
の
ク

ラ
イ
ス
会
議
に
お
い
て
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
軍
を
利
用
し
て
ク
ラ
イ
ス
軍
を
創
設
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　

ク
ラ
イ
ス
内
の
平
和
維
持
に
当
た
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
だ
け
で

な
く
三
十
年
戦
争
の
期
間
、
さ
ら
に
は
そ
の
後
に
至
る
ま
で
、
積
極
的
に
常
設
の

ク
ラ
イ
ス
軍
を
設
置
し
よ
う
と
い
う
動
き
は
最
後
ま
で
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
一

六
三
四
－
三
九
年
に
再
び
ク
ラ
イ
ス
会
議
が
五
回
開
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
と
き

の
議
題
も
や
は
り
三
十
年
戦
争
に
関
わ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
と
り
わ
け
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
に
対
す
る
援
助
を
巡
る
議
論
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
ま
た
一
〇
年
聞
ク
ラ
イ
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ス
会
議
は
召
集
さ
れ
て
い
な
い
。

　
第
三
の
時
期
に
お
い
て
は
、
全
＝
回
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
ヴ
ェ

ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
以
降
と
り
わ
け
一
六
五
二
一
五
四
年
の
ク
ラ
イ
ス
会
議
に

お
け
る
審
議
が
注
目
に
値
す
る
。
当
時
の
会
議
に
お
い
て
は
、
常
設
の
ク
ラ
イ
ス

軍
の
創
設
を
巡
る
議
論
が
活
発
に
な
さ
れ
た
。
三
十
年
戦
争
以
降
、
各
ク
ラ
イ
ス

が
常
設
の
ク
ラ
イ
ス
軍
を
創
設
し
て
い
く
中
で
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ

ス
は
こ
の
こ
と
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
ク
ラ
イ
ス
軍
を
創
設
す
る

こ
と
は
新
た
な
戦
争
の
火
種
を
生
む
と
い
う
危
険
を
は
ら
み
、
そ
れ
ゆ
え
具
体
的

な
脅
威
が
差
し
迫
っ
て
か
ら
初
め
て
ク
ラ
イ
ス
軍
を
派
遣
す
る
べ
き
、
と
す
る
認

識
が
大
勢
を
占
め
た
か
ら
で
あ
る
。
一
七
世
紀
後
半
に
は
、
第
一
次
北
方
戦
争

（一

Z
五
五
－
六
〇
年
）
、
一
六
七
五
年
の
フ
ェ
ル
ベ
リ
ン
会
戦
後
の
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
と
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
と
の
対
立
の
よ
う
に
、
当
ク
ラ
イ
ス
が
戦
場
と
な
っ
た

場
合
で
さ
え
、
ク
ラ
イ
ス
等
族
た
ち
は
軍
を
組
織
し
よ
う
と
せ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
友

好
的
な
話
し
合
い
に
よ
っ
て
戦
争
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
崩
す
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　
さ
て
、
こ
の
一
六
五
二
一
五
四
年
の
ク
ラ
イ
ス
会
議
以
降
そ
の
機
能
停
止
と
な

る
一
六
八
二
年
ま
で
、
開
催
さ
れ
た
数
は
八
回
と
激
減
す
る
。
こ
の
間
も
主
要
な

議
題
は
や
は
り
ク
ラ
イ
ス
軍
お
よ
び
平
和
維
持
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
他

方
で
再
び
上
級
生
に
よ
る
下
級
生
の
制
度
的
圧
制
の
撲
滅
、
穀
物
の
翰
入
禁
止
措

置
と
い
っ
た
ポ
リ
ツ
ァ
イ
に
関
す
る
案
件
の
審
議
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し

か
し
な
が
ら
こ
の
頃
は
、
（
一
）
で
述
べ
た
よ
う
に
有
力
女
族
に
よ
る
領
邦
国
家

化
政
策
が
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
く
時
期
で
あ
り
、
む
し
ろ
ク
ラ
イ
ス
（
会
議
）
は

彼
ら
の
利
害
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
な
り
、
必
要
と
さ
れ
な
く
な
る
。
本
書
に
お

い
て
、
ク
ラ
イ
ス
会
議
の
機
能
停
止
に
至
る
直
接
的
要
因
が
明
確
に
さ
れ
て
お
ら

ず
、
今
後
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
点
で
あ
る
が
、
こ
う
い
つ
た
有
力
等
質
間
の
利
害

不
一
致
が
そ
の
要
因
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
一
六
八
二
年
以
降
の
ク
ラ
イ
ス
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
と
、
ク
ラ
イ

ス
そ
の
も
の
は
あ
る
程
度
の
意
義
を
有
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

ぜ
な
ら
、
ク
ラ
イ
ス
軍
事
会
議
や
そ
の
他
の
ク
ラ
イ
ス
の
集
会
に
お
い
て
、
ポ
リ

ツ
ァ
イ
な
ど
ク
ラ
イ
ス
全
体
に
関
わ
る
決
定
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
い
る
他
、
そ

の
他
帝
国
レ
ベ
ル
で
の
戦
争
に
軍
を
派
遣
す
る
際
に
は
、
ク
ラ
イ
ス
公
示
事
項
担

当
諸
侯
か
ら
直
接
ク
ラ
イ
ス
等
族
に
援
助
要
請
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
と
っ
て
ク
ラ
イ
ス
会
議

の
停
止
が
ど
の
程
度
の
意
味
を
持
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
は
今
後
考
察
さ
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
以
上
に
お
い
て
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
内
部
構
成
、
そ
し
て
ク

ラ
イ
ス
会
議
の
開
催
状
況
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
こ
こ
で
、
最
後
に
本
書
の

意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　
著
者
は
ク
ラ
イ
ス
の
主
要
な
任
務
と
し
て
の
「
平
和
維
持
」
と
「
ポ
リ
ツ
ァ
イ
」

と
い
う
二
つ
の
機
能
に
限
定
し
て
、
ク
ラ
イ
ス
の
機
能
や
機
能
性
を
叙
述
し
て
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
ク
ラ
イ
ス
の
機
能
は
実
際
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
例
え
ば

ク
ラ
イ
ス
租
税
、
ク
ラ
イ
ス
台
帳
修
正
問
題
、
宗
派
問
題
、
関
税
案
件
、
法
制
度
、

郵
便
制
度
、
ク
ラ
イ
ス
の
軍
人
や
文
官
の
任
命
や
俸
給
の
問
題
も
、
今
後
論
じ
ら
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介隔

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
特
に
宗
派
の
問
題
は
、
例
え
ば
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
司
教
位

を
め
ぐ
っ
て
、
ル
タ
ー
派
の
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
大
公
家
で
あ
る
ヴ
ェ
ル
フ
ェ

ン
家
と
、
ケ
ル
ン
大
司
教
を
輩
出
し
て
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
派
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ

ハ
家
が
争
っ
た
よ
う
に
、
ク
ラ
イ
ス
の
枠
を
越
え
た
利
害
関
係
の
中
で
扱
わ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
個
々
の
ク
ラ
イ
ス
を
扱
う
場
合
で
も
常
に
帝
国
レ
ベ
ル
で
の
関
係

性
を
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
著
者
は
本
書
を
通
じ
て
、
中
央
集
権
・
権
力
国
家
に
対
す
る
連
邦
制
的
選
択
肢

と
い
う
も
の
が
存
在
し
た
か
と
い
う
問
い
に
対
す
る
回
答
を
、
ニ
ー
ダ
：
ザ
ク
セ

ン
・
ク
ラ
イ
ス
の
機
能
や
機
能
性
か
ら
導
き
出
そ
う
と
し
た
。
ク
ラ
イ
ス
は
ま
さ

に
前
部
邦
の
協
働
の
場
で
あ
り
、
本
書
の
叙
述
か
ら
ク
ラ
イ
ス
お
よ
び
帝
国
の
連

邦
制
的
一
面
を
た
し
か
に
確
認
さ
れ
得
る
。
と
は
い
え
本
書
に
お
い
て
、
ク
ラ
イ

ス
の
も
つ
一
側
面
と
し
て
、
ク
ラ
イ
ス
が
も
っ
ぱ
ら
ク
ラ
イ
ス
等
族
の
協
力
の
た

め
だ
け
に
存
在
し
た
の
で
は
な
い
、
と
い
う
事
実
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
有
力
等
族
に
と
っ
て
ク
ラ
イ
ス
は
、
ク
ラ
イ
ス
内
で
官
職
を

保
有
す
る
こ
と
を
通
じ
て
し
ば
し
ば
近
隣
の
中
小
等
族
を
効
果
的
に
支
配
す
る
た

め
の
手
段
と
な
り
得
た
。
有
力
等
族
は
そ
こ
で
ク
ラ
イ
ス
よ
り
も
自
身
の
利
害
を

優
先
し
、
そ
の
こ
と
は
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク
ラ
イ
ス
会
議
が
一
六
八
二
年

以
降
機
能
不
全
に
陥
る
要
因
と
な
り
得
た
の
で
あ
る
。
本
書
の
中
で
著
者
も
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
ク
ラ
イ
ス
史
研
究
は
こ
れ
ま
で
、
中
小
嘆
息
が
割
拠
す
る
地
域

で
あ
る
西
南
ド
イ
ツ
の
い
わ
ゆ
る
「
前
方
ク
ラ
イ
ス
＜
o
誌
。
器
謬
。
陣
。
。
o
」
に
基
づ

い
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
全
て
の
ク
ラ
イ
ス
で
状
況
が

同
じ
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
西
南
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
よ
う
な
有
力

等
族
が
欠
け
て
い
る
ク
ラ
イ
ス
に
お
い
て
は
、
よ
り
等
二
間
の
協
力
と
い
う
面
が

強
調
さ
れ
、
逆
に
有
力
等
族
が
支
配
的
な
北
ド
イ
ツ
の
諸
地
域
に
お
い
て
は
、
ク

ラ
イ
ス
は
必
ず
し
も
必
要
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
本
書
は
そ
う
し
た
ク

ラ
イ
ス
の
機
能
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
帝
国
ク
ラ
イ
ス
の
観
点
か
ら
帝
国
国

制
の
地
域
レ
ベ
ル
で
の
実
証
を
可
能
に
す
る
と
い
う
点
に
、
そ
の
意
義
を
見
出
せ

よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
際
、
本
書
に
お
い
て
は
、
ク
ラ
イ
ス
と
皇
帝
あ
る
い

は
前
述
し
た
宗
派
問
題
な
ど
、
ク
ラ
イ
ス
内
に
留
ま
ら
な
い
縦
・
横
の
地
域
レ
ベ

ル
・
帝
国
レ
ベ
ル
で
の
つ
な
が
り
と
と
も
に
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
近
年
の
研
究
に
お
い
て
、
本
書
の
他
に
も
新
た
な
個
別
ク
ラ
イ
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

関
す
る
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
我
が
国
に
お
い
て
は
個
別
の
ク
ラ

イ
ス
を
対
象
と
し
た
研
究
は
現
在
の
と
こ
ろ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
研

究
状
況
に
お
い
て
、
本
書
を
紹
介
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
帝
国
国
制
史
研
究
の
中

で
、
萩
た
な
問
題
提
起
と
な
り
得
る
と
考
え
る
。

註
（
1
）
帝
国
ク
ラ
イ
ス
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
以
下
の
書
評
の
中
で
も
述
べ
ら
れ
て

　
お
り
、
本
書
に
関
し
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
0
8
お
。
。
島
馨
警
い

　
Z
o
器
叫
。
。
o
冨
三
農
α
q
窪
罠
O
o
。
。
o
甑
。
黙
。
侮
2
頻
。
陣
。
冨
寄
。
坤
。
。
ρ
解
”
N
翻
押
罵
少

　
N
O
O
N
・

（
2
）
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
以
前
の
帝
国
ク
ラ
イ
ス
制
度
を
中
心
と
し
た
我

　
が
国
の
研
究
は
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
以
下
の
通
り
。
山
本
文
彦
『
近
世
ド

　
イ
ツ
国
旧
史
研
究
一
皇
帝
・
帝
国
ク
ラ
イ
ス
・
諸
侯
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行

　
会
、
一
九
九
五
年
。
渋
谷
聡
『
近
世
ド
イ
ツ
帝
国
国
国
史
研
究
　
等
族
制
集
会

　
と
帝
国
ク
ラ
イ
ス
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
。
中
村
賢
二
郎
「
神
聖

　
ロ
ー
マ
帝
国
と
ク
ラ
イ
ス
制
度
一
五
〇
〇
一
一
五
五
五
年
」
同
編
『
国
家
』
京

　
大
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
九
年
。
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西洋史論集

（
3
）
著
者
は
現
在
、
エ
ル
ム
ス
ホ
ル
ン
の
ビ
ス
マ
ル
ク
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
て
ド

　
イ
ツ
語
お
よ
び
ド
イ
ツ
史
の
教
師
を
勤
め
て
い
る
。

（
4
）
と
く
に
　
六
四
八
年
以
降
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
問
題
を
扱
っ

　
た
も
の
と
し
て
、
伊
藤
宏
二
「
近
世
ド
イ
ツ
帝
国
に
お
け
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国

　
王
の
法
的
地
位
ー
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
に
基
づ
く
帝
国
レ
ー
エ
ン
授
与

　
を
中
心
に
一
」
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
史
研
究
』
第
一
号
、
東
北
学
院
大
学
大
学
院

　
文
学
研
究
科
、
二
〇
〇
〇
年
。
明
石
欽
司
「
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
の
研
究

　
（
一
）
～
（
六
）
」
『
法
と
行
政
』
三
1
一
～
六
－
二
、
一
九
九
ニ
ー
九
六
年
。
ヴ
ェ

　
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
に
関
す
る
も
の
は
両
者
の
論
文
を
参
照
し
た
。
ま
た
昭
〇

　
一
〇
1
一
五
条
は
、
北
部
ド
イ
ツ
の
有
力
諸
侯
領
の
再
編
等
を
規
定
し
て
い
る

　
も
の
が
多
い
。

（
5
）
実
際
に
は
、
す
で
に
一
五
五
九
年
の
帝
国
最
終
決
定
に
よ
り
ク
ラ
イ
ス
に
お

　
け
る
多
数
決
に
よ
る
決
定
が
有
効
と
さ
れ
て
い
た
。
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
・
ク

　
ラ
イ
ス
に
お
い
て
は
た
し
か
に
多
数
決
原
理
は
有
効
で
あ
っ
た
が
、
少
数
派
に

　
対
し
強
制
的
に
そ
の
決
定
に
従
わ
せ
る
手
段
は
保
持
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え

　
決
定
に
従
わ
な
い
等
族
も
現
れ
た
。

（
6
）
こ
の
よ
う
な
評
価
は
、
と
り
わ
け
ア
レ
テ
ィ
ン
、
シ
ン
ド
リ
ン
グ
ら
が
主
張

　
す
る
。
彼
ら
の
代
表
的
著
作
と
し
て
、
図
豊
O
讐
輿
＜
o
臣
≧
。
艸
貫
O
毬
閃
。
凶
蝕
噸

　
岡
密
島
。
鰐
σ
Q
輿
9
。
黛
器
毒
鳥
。
霞
。
唱
麟
。
。
9
0
ψ
9
息
蝕
α
Q
o
言
。
野
回
訟
。
。
温
。
。
O
μ
Q
り
酔
黒
茜
壁

　
罵
。
。
ひ
■
》
馨
露
Q
。
o
繊
藍
国
貯
σ
q
”
盟
。
＞
爵
鐡
藷
①
曾
。
。
嗣
ヨ
欝
。
睾
鋒
露
臨
詔
男
。
帥
。
冨
欝
α
Q
。
。

　
鍾
男
。
α
Q
窪
。
。
9
円
α
q
●
Q
Q
酔
壁
鳥
。
＜
o
訴
器
欝
鵠
σ
Q
琶
鳥
Q
。
酔
鍵
誘
寄
驕
酔
β
帥
畠
曾
羅
≦
o
ω
酔
駆
陣
ω
畠
窪

　
窪
亀
。
濁
冨
鋤
膨
斜
回
＄
ド
　
ま
た
こ
れ
ら
の
研
究
に
基
づ
く
我
が
国
の
研
究
と
し

　
て
、
渋
谷
前
掲
書
の
他
、
求
馬
久
美
子
「
＝
ハ
八
一
一
八
二
年
『
帝
国
軍
制
』

　
に
つ
い
て
一
一
七
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
帝
国
防
衛
体
制
」
『
西
洋
史
論

　
集
』
一
、
北
海
道
大
学
文
学
部
西
洋
史
研
究
室
、
一
九
九
八
年
、
三
四
－
五
九

　
頁
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
7
）
こ
の
数
値
は
史
料
上
の
制
約
も
あ
り
正
確
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
本

　
書
巻
末
の
リ
ス
ト
よ
り
、
ク
ラ
イ
ス
最
終
決
定
の
作
成
日
か
ら
算
出
し
て
い
る
。

（
8
）
渋
谷
『
近
世
ド
イ
ツ
帝
国
国
制
史
研
究
』
一
九
一
二
二
頁
。

（
9
）
一
六
二
五
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
王
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
四
世
が
ク
ラ
イ
ス
長
官
に

　
就
任
し
、
自
ら
の
軍
を
ク
ラ
イ
ス
に
提
供
し
た
。

（
1
0
）
そ
の
他
の
ク
ラ
イ
ス
に
お
け
る
集
会
と
し
て
、
寄
。
尉
霞
。
α
Q
路
。
奪
。
緊
の
他
、

　
寄
。
尉
浜
玉
黛
δ
霧
雲
α
q
り
　
噂
世
一
聲
匿
p
陣
畠
瀞
器
罠
　
曾
円
　
寄
。
凶
・
。
器
。
・
。
。
o
罫
。
貯
。
薩
2

　
岡
母
ω
お
声
寓
麟
自
賢
O
げ
毘
O
塁
榊
p
・
α
。
曽
躍
0
凶
。
。
あ
窪
工
臨
賢
。
げ
無
凶
。
鵠
欝
o
Q
w
さ
ら
に
ク
ラ
イ

　
ス
合
同
会
議
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
1
1
）
例
え
ば
、
バ
イ
エ
ル
ン
・
ク
ラ
イ
ス
に
関
す
る
や
。
響
Ω
弩
。
。
類
賀
欝
壁
”
O
鳥

　
匂
σ
選
。
欝
。
匿
寄
凶
畠
。
・
ζ
o
助
。
。
（
一
い
8
野
回
。
。
8
ソ
ω
欝
脚
響
①
炉
O
o
の
。
罠
。
簿
。
呂
鳥

　
b
⇔
a
窪
欝
お
　
§
　
殖
母
§
2
　
紆
円
ζ
o
陣
。
。
＜
o
静
。
・
ω
藍
α
Q
　
輩
島
　
島
。
叫
　
騨
。
隅
o
q
o
ヨ
。
貯
窪

　
貯
ω
酔
ぎ
9
潟
尊
翁
団
艮
鼠
。
黒
蟻
σ
Q
島
。
。
。
瞬
。
陣
罵
o
q
窪
麺
O
鼠
。
・
o
げ
臼
圏
。
一
箪
。
。
・
（
Q
Q
o
戴
ゆ
窪

　
N
罎
く
。
蔚
。
・
。
。
§
α
q
ψ
α
Q
o
。
。
。
眠
。
ぽ
酔
ρ
旨
）
穏
σ
o
熱
昌
6
ゆ
S
ま
た
全
一
〇
ク
ラ
イ
ス
を
網

　
羅
馬
に
扱
っ
た
研
究
と
し
て
、
≦
貯
獣
＆
O
o
自
窪
①
斜
臣
。
鳥
o
g
僻
ω
桑
門

　
甥
①
凶
。
冨
軍
魚
器
（
一
ω
。
。
ω
－
一
。
。
0
9
●
O
o
。
。
o
黙
鼻
8
琶
鳥
葬
8
器
山
酔
陣
。
戸
Q
Q
窪
藷
帥
嵩
一
型
。
。
．

　
と
い
っ
た
研
究
が
近
年
発
表
さ
れ
、
ク
ラ
イ
ス
砥
究
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
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